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う

ブ

必

体
育
の
日
の
快
汗
体
験

ち
っ
ご
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

十
月
十
日
の
体
育
の
日

〃ち
っ
ご
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〃
が
開
つ
れ

ま
し
た
。

体
育
の
日
に
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

そ
う
と
い
う
こ
の
催
し
は
＼
昨
年
は
台

風
の
影
響
で
中
止
に
な
り
、
三
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
＼
羽
犬
塚
小
学
校
で
総
合

開
会
式
が
行
わ
れ
た
あ
と
＼
軟
式
野
球

陸
上
競
技
＼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＼
剣
道
な

ど
十
五
競
技
が
市
内
の
各
会
場
で
行
わ

れ
、
子
ど
も
か
ら
あ
年
寄
り
ま
で
三
千

人
を
超
え
る
市
民
が
参
加
し
て
、
秋
空

の
下
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま

し
た
。

（写
真
は
、
羽
犬
塚
中
学
校
で

行
わ
れ
た
子
ど
も
会
対
抗
リ
レ
ー
）

お もな内容

●みんなで考えたい高齢化対策

(P,2-P.5)

●全国青年大会に筑後市から

5人が出場(P.6～ P.7)

●保育所の入所申込み(P.7)

●防火標語。ポスター展結果 (P,8)

毎週土曜日、市役所は休みです
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や
つて
一来
る

み
ん
な
で
考
え
た
い
高
齢
化
対
策

―

しt
▲10月 1日 の老人クラブ大運動会から

15

13

12

高
齢
化
社
会

の
到
来
―
―

あ
な
た
は
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て

い
ま
す

か
。

厚
生
省

人

口
問
題
研
究

所

の
推
計

に
よ
る
と
、

六
十

五
歳

以
上

の
高

齢
者
人

口
は

今
後
も
増
え
続

け
、

西
暦

二
〇

二
〇
年

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
国
民

の

四
人
に

一
人
全

一

二

・
三
甜

）
以
上
が

六
十

五
歳

以
上

に
な

る
と
言
わ

れ
て

い
ま
す
。

三
〇

二
〇
年

に
六
十

二
歳

に
な

る
人
は
現
在

三
十

七
歳

…
…

つ
ま
り
、
今
働
き
盛

り
と
言
わ
れ

て

い
る
人
た
ち
が
年
老

い
た
頃

に
、
日
本

の
高

齢
化
は
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
の
で
す
。

誰
も
が
、
年
老

い
て

「
お
じ

い
ち

や
ん
、
お
ば
あ
ち

や
ん
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う

に
な

り
ま
す
。

現
在
、
高
齢
者
と
呼
ば

れ

て

い
る
人
だ

け
で
な
く
、

み
ん
な

で
高
齢
化
対

策

を
考

え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

筑

後

市

の
九

月

一
日

現

在

の
高

齢

者

人

口

は

六

千

八

百

十

一
人

で
、

総

人

口

四

万

四

千

二

百

四

十

九

人

に
占

め

る

割

合

は

一
五

・
四

４

と

、

全

国

平

均

よ

り

こ
こ
ま
で
進
ん
だ
高
齢
化

総
務
庁
が
発
表
し
た
、
九
月
十
五
日

現
在
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、
昨
年
よ
り

六
十
九
万
人
増
え
て
千
六
百
二
十
二
万

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
人
口

一
億
二

千
四
百
三
十
八
万
人
に
占
め
る
割
合
は

一
三

・
〇
甜
で
、
人
日
、
比
率
と
も
に

過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
高
齢
者
人
口
比
率
は
、　
一
九

七
〇
年
に
は
七

・
一
計
で
し
た
。
高
齢

化
は
世
界
に
類
を
見
な
い
早
さ
で
進
ん

で
お
り
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
に
は
高
齢

者
人
口
比
率
で
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
エ
ー

デ
ン
を
抜
い
て
、
世
界

一
の
高
齢
化
国

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
彰位単

も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

″在
宅
介
護
″
を
中
心
に

進
め
ら
れ
る
高
齢
化
対
策

日
本

は
、
平
均
寿
命

が
男
性

で
七
十

五
歳
、
女
性

で
八
十

一
歳
を
超
え
、
世

界

一
の
長
寿
国
と
な

っ
て

い
ま
す
。

高
齢
化

対
策

は
大
き
く

二

つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。　
一
つ
は
、

長
く
な

っ
た
高

齢
期
を

い
か
に
充
実
し

て
過

ご
す

か
、

つ
ま

り
、

心
と
体
を

で
き
る
だ
け
長
く

健
康

に
保

つ
と

い
う

こ
と

で
す
。

も
う

一
つ
は
、

心
や
体

が
弱
く
な

っ

た
と
き

に
、

い
か
に
し

て
そ

の
高
齢
者

を
介
護
す

る
か
と

い
う

こ
と

で
す
。

健
康

づ
く

り

の
た
め

に
は
、

ふ
だ
ん

か
ら
食
生
活

に
気
を
付
け
る
な
ど

の
健

康
管

理
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
趣
味
を

生
か
し
た
活
動
を

し
た
り
、
地
域
活
動

や
老
人

ク

ラ
ブ
な
ど

に
参
加

し
た
り
しH2    H3S62     S63 Hl

潔

2

ネ

妥/
√
′

/

ν
/

ノ
/
// /

/

(2)

▲近隣市町の高齢者人口比率の推移
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▲審議会のもよう

■

,

て
仲
間
と
触
れ
合
う
こ
と
も
、
健
康
づ

く
り
に
役
立
ち
ま
す
。

心
や
体
の
弱
く
な
っ
た
高
齢
者
を
介

護
す
る
に
は
、
大
き
く
在
宅

（家
庭
内

で
介
護
）
と
施
設

（老
人
ホ
ー
ム
な
ど

で
介
護
）
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
実
施
し
た
高
齢
者
実
態
調
査
に
よ
る

と
、
高
齢
者
の
な
か
に
は

「住
み
慣
れ

た
家

。
地
域
で
暮
ら
し
た
い
」
と
考
え

て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
厚
生
省
で
は
在
宅
介
護
を
中

心
と
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
高
齢

化
対
策
は
、
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
す

る
こ
と
を
中
心
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

心
や
体
の
弱
く
な
っ
た
高
齢
者
を
家

庭
で
介
護
す
る
場
合
、
介
護
す
る
人
に

大
変
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
介
護
す

る
人
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た

め
の
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

筑
後
市
で
は
今
年
度
か
ら
三
カ
年
の

指
定
を
受
け

「す
こ
や
か
ラ
イ
フ
推
進

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

内
容
は
、　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

一
泊
ふ
れ
あ
い
旅
行
、
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
人
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
れ
あ
い

事
業
、
「長
寿
社
会
と
生
き
が
い
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
農
園

や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
な
ど
、
多
彩

な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

が
原
則
で
す
。

各
市
町
村
で
は
、
こ
の
原
則
に
従
っ

て
計
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
実
態
調
査
や

住
民
懇
談
会
を
実
施

筑
後
市

で
は
、

こ
の
計
画

づ
く

り
に

あ

た

っ
て
、
計
画

の
素
案
を
作

る
策
定

委
員
会

と
、

そ

の
素
案
を
審
議
す

る
審

議
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

策
定
委
員
会

は
、
助
役
を
委
員
長

に

市
役
所

の
関
係

職
員

で
構
成
さ
れ

て

い

ま
す
。

審
議
会

（会

長
＝
木
下
秀
吉
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
）
は
、
保
健

。
医
療

・

福

祉

の
関
係
団
体
、
行
政
組
織
、
学
識

経
験
者
な
ど

の
代
表

二
十
五
人
と
、
公

募

に
よ
る
市
民

の
代
表
者
二
人

の
二
十

八
人

で
構
成
さ
れ

て

い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く

の
人

の
、　
い
ろ

い

ろ
な
意

見
を
、

こ
の
計
画

に
反
映

し
て

い
く

の
が
ね
ら

い
で
す
。

さ
ら

に
、
市
民
や
高
齢
者

の

ニ
ー
ズ

を
よ

り
的
確

に
把
握
す

る
た
め

に
各
種

の
実
態

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、

住
民
懇
談
会
を
実
施
し

て
関
係
団
体
や

介
護

の
必
要
な
高
齢
者

の
意
見

・
要
望

を
直
接
聞

い
て
、
計
画

に
反
映
さ

せ
て

い
き
ま
す
。

こ
う

し

て
、
平
成
二
年
九
月
を

目
標

に
、
保
健

・
医
療

・
福
祉

の
連
携

の
と

れ
た

漂
現
後
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
」

づ
く

り
を
進

め
て

い
き
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
づ
く
り
始
ま
る

平
成
二
年
六
月
の
老
人
福
祉
法
お
よ

び
老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
で
、
平
成

二
年
度
中
に
各
市
町
村
で

「高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化

対
策
の
基
本
と
な
る
も
の
で
、
〇
保
健

（健
康
づ
く
り
）
と
福
祉

（生
活
環
境

づ
く
り
）
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と

ｏ
在
宅
で
の
介
護
を
優
先
す
る
こ
と
Ｏ

市
町
村
が
主
体
的
な
役
割
を
担
う
こ
と

ｏ
保
健

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
、
住
民
が

よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と

)

筑
後
市
の
実
態
に
合
っ
た
高
齢
化
対
策
を
め
ざ
し
て

そ
の
Ｃ

高
齢
著
大
活
燿
の
ミ

ユ
ー

ス

ま

こ
と

長
瀬
尊
さ
ん
（和
泉
西
）
が
エ
イ
ジ
レ
ス
章
を
受
章

十
月
十
九
日
Ｅ
鹿
児
島
市
で
開
か
れ

た

「心
豊
か
な
長
寿
社
会
を
老
え
る
国

民
の
集
い
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
」

（総

務
げ
な
ど
主
催
）
で
＼
和
泉
西
の
長
瀬

専
さ
ん

（六
十
七
歳
）
が
エ
イ
ジ
レ
ス

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

エ
イ
ジ
レ
ス
章
は
、
年
師
に
こ
だ
わ

ら
ず
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
高
齢
者
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
＼
九
州
全
域
か
ら
六

人
と
い
う
＼
た
い
へ
ん
栄
誉
あ
る
も
の

で
す
。
長
瀬
さ
ん
は

「筑
後
市
本
タ
ル
保
存

会
」
の
代
表
と
し
て
船
小
屋
な
ど
の
ホ

タ
ル
の
復
渚
Ｅ
太
さ
な
成
果
を
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
県
内
外
の
各
地
が
ら
招

か
れ
て
木
タ
ル
の
保
存
指
導
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
手
先
の
器
用
さ
で
も
知

ら
れ
、
新
し
い
民
去
品
を
つ
ざ
つ
ぎ
に

創
作
し
、
あ
み
や
げ
吊
コ
ン
ク
ー
ル
で

各
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。　
一
昨
年
の

と
び

う
め
国
体

の
際
に
は
、
長
瀬
さ
ん

の
製
作

し
た

「
羽
犬
」

の
置
物
が
＼
各

県
の
選
手
六
百
人

に
記
念

吊
と
し
て
贈

ら
れ
好
評
を
得
ま
し
た
。

趣
昧

は
こ
の
ほ
か
＼
さ

つ
さ
盆
栽
＼

ひ

よ
う
症
ん
の
絵
付

け
＼
手
品
な
ど
と

多
彩

で
す
。
地

元
の
老
人

ク
ラ
ブ

な
ど

で
披
露
す

る
手
品

の
レ
パ

ー

ト
リ
ー
は

二
十
種
類
あ
り
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び

て
い
ま
す
。

こ
の
よ

う
な
＼
年
節
を
全

＜
感
じ

さ

せ
な
開
多
彩
な
活
躍
が

認
め

ら
れ
て
＼

Э

圃
の
受
章
と
な

っ
た
も

の
で
す
。

長
瀬
さ
ん
は

「
た

い
へ
ん
光
栄
な

こ

と

で
す
。
六
人

の
受
章
者

の
中

で
私
が

い
ち
ば

ん
若
か

っ
た

の
で
＼
会
場

で
紹

介

さ
れ
た
と
き
に
は
少

し
照
れ
臭

い
よ

う
な
気

も
し
ま
し
た
。

現
在
＼
県
内

外
の
十

数
力
所

で
木
タ

ル

の
保
存
指
導
を
し
て
悌
ま
す
。

こ
れ

は
＼

ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
で
続
け
て
い
さ
症

い
と
思

い
ま
す
。
老
人

ク
ラ
ブ

で
も
＼

『
こ
れ
か
ら
も
＼
元
気

に
仲
良

＜
や
ろ

う
じ

や
な

い
か
』
と

い
う
気
持
ち

で
＼

手

吊
な
ど

の
楽

し
い
活
動
を

し
て
い
さ

た

い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
＜
れ
ま

し
た
。

長
瀬
さ
ん
の
多
方
面
で
の
活
躍
は
続

き
ま
す
。

じ

((3)
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筑
後

小
学
校

区

（
二
本

松
、
山

ノ
井

東
、
山

ノ
井
中

、
長
浜
、
和
泉
東

）

の

校

区
福
祉
会

（会

長
＝
高

橋
達
法
和
泉

東

区
長
）

で
は
、
「
安

心
し

て
老

い
を
生

き

る
た
め
に
」
を

テ
ー

マ
に
、
社
会

福

祉
協
議
会

の
指
定

を
受

け
て

「
高
齢
社

会

ネ

ツ
ト

ワ
ー
ク

モ
デ

ル
事
業
」
を
実

施

し

て

い
ま
す
。

筑
後

校
区

の
モ
デ

ル
事
業

は
、
ま
ず

寝

た
き

り
に
な
ら
な

い
た
め

の
健
康

づ

く

り
、

そ
し

て
寝

た
き

り

に
な

っ
た
と

き

に
家
族

が
ど
う
介
護
す

る
か
、
と

い

う
流
れ

に
沿

っ
て
、
六
回

の
研
修
会

と

い
う
形

で
開
か
れ
ま
す
。

研
修
会

の
内
容

は
、
市

の
保
健
婦
ら

に
よ

る

「
寝

た
き

り
に
な

ら
な

い
た
め

に
名
骨

の
老
化

と
そ

の
予
防
」
な
ど

に

つ
い
て

の
映

画
と
講

話
、
健
康
体
操

の

実
技
指
導
、
家
庭
介
護

の
体
験
発
表
、

グ

ル
ー
プ
討
議

、
高
齢
者

の
食
事

の
調

理
実

習
な
ど
多
彩

で
す
。

家
庭

で
の
介
護

か
ら
も
う

一
つ
進
ん

で
、

地
域

で
高
齢
者

の
見
守

り
体
制
を

作

り
上

げ

て

い
こ
う
と

い
う

の
が
最
終

的
な

目
的

で
す
。

校
区

の
人

の
関
心
も
高
く
、
昼
働

い

て

い
る
者

い
人

か
ら

「
研
修
会

に
参
加

し
た

い
か
ら

日
曜

日
に
開

い
て
く

だ
さ

い
」
と

い
う
要
望

が
あ

り
、

六
回

の
う

ち

二
回
は

日
曜

日

の
開
催

と
な

り
ま
し

た
。
親

子
四
人

で
研
修
会

に
参
加
し
た

人
も

い
ま
し
た
。

校
区

で
の
取

り
組

み
を
受

け

て
、
各

行
政
区

で
は
さ
ら

に
内
容
を
深
め

て
研

修
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
和
泉
東
区
で

は
、
医
師
、
保
健
婦
、
区
民
生
委
員
な

ど
を
招
い
て
の
パ
ネ
ル
討
論
会
や
講
演

会
を
開
き
ま
し
た
。
今
後
も
家
庭
で
の

介
護
に
つ
い
て
、
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ

て
の
研
修
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
い
う
ち
か
ら
考
え
よ
う

高
橋
会
長
は
、　
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「和
泉
東
区
で
二
十
年
前
に
子
ど
も

会
を
作
っ
た
時
に
七
十
数
人
い
た
子
ど

も
た
ち
が
、
今
で
は
二
十
人
を
切
り
ま

し
た
。
高
齢
者
会
（老
人
会
）
は
六
十
数

人
と
、
数
が
逆
転
し
て
い
ま
す
。
既
に

高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
る
の
で
す
。

自
分
が
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
者

い
う
ち
か
ら
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
仲
間
と

触
れ
合
っ
て
い
る
人
は
い
い
で
す
が
、

一
人
暮
ら
し
の
人
は
老
い
る
の
も
早
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
で
の

「安心して老いを生きるために」を
み繊で考える

導

連

携

▲保健婦の指導で健康体操をする筑後校区のみなさん

▲高橋会長 (右 )

触
れ
合
い
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
指
定
は
今

年
で
終
わ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
、
若
者

中
高
年
、
高
齢
者
が
、
仲
良
く
触
れ
合

う
社
会
を
目
指
し
て
、
今
後
も
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
も
っ
と
も
つ
と
若
い
人
に
こ
の

研
修
会
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」

筑後校区高齢社会モデルネットワーク事業

筑後市高齢者実態調査報告「

高齢イヒする社会の実態・筑後市の現状

筑後市では昨年、65歳以上の人を対象に高齢者実態調査を実施 し

ました。

この調査の目的は、老人保健福祉計画の策定に向けて、市内の高

齢者の生活状況・健康状況・介護状況などの実態と保健・福祉行政

に対するニーズを把握することです。

調査は、地区の民生委員さんの協力で聞き取 り調査という形で打

われ、調査対象は5,650人 で、そのうち 4人が無回答でした。

今月から数回に分けて、調査の結果を報告します。

〔世帯構成〕「自分だけの世帯」が

437世帯(ア .ア像)、 「夫婦だけの世

帯」が550世帯(1,100人 =19.5蘇 )

と、高齢者だけの世帯が2ア .2蘇を

占めています。

「親子の多世帯世帯」は3,855世

帯 (68.2蘇)で、県の比率55。 1蘇
より高く、高齢者の同居率が高い

傾向がうかがえます。

〔住居の状況〕全体の92.1蘇ん
ヾ
1

戸建持家ですが、単身世帯では73.

5蘇と低くなつています。

〔生活費〕生活費の資金源の主な

もの|よ、公的年金・思結が75.4鋏

を占め、子どもからの援助が2ア .1

蘇となつています。

友回は高齢者の健康状況を報告

します。

団高齢者の実態

〔年齢構成〕前期高齢人□ (65歳

以上75歳未満)と後期高齢人□(75

歳以上)の七ヒ率は、約60対40で、
県全体の害」合とほぼ同じです。

〔性別〕男性が40。 1蘇、女l性が59。

6欲 (0.3蘇は不B月)で、女′性の高
齢者が多いことがわつります。

〔配偶者〕配偶者がいる人lよ全体

の58.7鏃ですが、年齢が高くなる

につれてその比率は低くなつてい

ます。

また、配l円者を失つた人の比率

を性別でみると、男性13.2蘇に比

べて女性が55.ア蘇と高くなつてい

ます。
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家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人
へ

平成 4年■月 1日広 報 ち く ご

¬

う

゛

与

筑
後
市
で
は
現
在
、
家
庭
の
中
で
介

護
の
必
要
な
高
齢
者
や
、
そ
の
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
人
な
ど
を
対
象
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

囲
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
で
介
護
や
家
事
の
必
要
な
人

の
家
庭
を
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

（家
庭

奉
仕
員
）
が
訪
問
し
て
お
世
話
を
し
ま

す
。
▼
介
護
の
お
手
伝
い
　
食
事
、
入
浴
、

衣
類
の
着
脱
の
介
護
、
通
院
の
介
助
等

▼
家
事
の
お
手
伝
い
　
調
理
、
洗
濯
、

そ
う
じ
、
買
物
な
ど

所
得
に
よ
り
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
せ
は
福
祉
事
務
所
福
祉
係
（ａ

,

０
４
１
１
１
内
線
２
２
２
）
へ
。

囲
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（短
期
入
所
）

六
十
五
歳
以
上
の
、
寝
た
き
り
や
痴

呆
性
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
人
が
、
病
気
、
冠
婚
葬
祭
、
出
産
、

旅
行
な
ど
で
一
時
的
に
介
護
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
や
、
介
護
疲
れ
で
休
養

し
た
い
場
合
な
ど
に
、
高
齢
者
を

一
週

間
程
度
老
人
ホ
ー
ム
に
お
預
り
し
て
お

世
話
し
ま
す
。

一
日
千
九
百
七
十
円
の
負
担
金
が
あ

り
ま
す
。
問
い
合
せ
は
福
祉
事
務
所
福

祉
係
へ
。

日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

六
十
五
歳
以
上
の
体
の
弱
い
高
齢
者

を
、
週

一
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（野
町
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
送

迎
し
、
入
浴
や
食
事
な
ど
の
お
世
話
を

し
ま
す
。
料
金
は
一
日
五
百
円
で
す
。

団
日
常
生
活
具
給
付

六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
に
、
特
殊
寝
台
、
浴

槽
、　
マ
ッ
ト
、
車
い
す
な
ど
を
給
付
し

ま
す
。
所
得
に
よ
り
負
担
金
が
あ
り
ま

す
。
問
い
合
せ
は
福
祉
事
務
所
福
祉
係

へ
。
囲
入
浴
サ
ー
ビ
ス

六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
や
介
護

の
必
要
な
高
齢
者
で
、
家
庭
で
は
入
浴

が
困
難
な
人
に
、
月
二
回
程
度
施
設
で

入
浴
の
お
世
話
を
し
ま
す
。
地
区
の
民

生
委
員
を
通
し
て
申
し
込
み
ま
す
。

料
金
は

一
回
五
百
円
で
す
。
問
い
合

せ
は
社
会
福
祉
協
議
会

（な
②
３
９
６

＜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
も
よ
う

９
）

へ
。

圃
配
食
サ
ー
ビ

ス

六
十
五
歳
以
上

の

一
人
暮

ら
し

の
高

齢

者

に
、
週

一
回
弁

当
を

配
り
ま
す
。

地
区
民
生
委
員
を
通

し

て
申
し
込
み

ま
す
。
料
金

は

一
食

二
百
円

で
す
。
問

い
合

せ
は
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。

園
訪
問
指
導

市
民

の
健
康

づ
く

り
や
病
気

の
療

養

な
ど

に

つ
い
て
、
保
健
婦

が
家
庭
を
訪

問
し

て
生
活
指
導

。
相
談
な
ど
を
行

い

ま
す
。
問

い
合

せ
は
保

健
管

理
課
衛
生

係

（
ａ
①

４
１
１
１
内
線

３
１
１
）

へ
。

囲
機
能
訓
練

脳
卒
中
な
ど

で
身
体

が
不
自
由

に
な

っ
た
人

に
、

日
常
生
活

の
自
立
を
助

け

る
た
め

に
必
要
な

訓
練

を
、
週

一
回
保

健

セ

ン
タ
ー

で
実
施

し

て

い
ま
す
。

問

い
合

せ
は
保
健
管
理
課
衛
生
係

へ
。

健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
の
た
め
に

シ

ル
バ
ー
人
材

セ

ン
タ

ー
で

働

い

て

み

ま

せ

ん

か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
働

く
高
齢
者
を
募
集
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、
臨
時
的
で
短
期
の
仕

事
を
依
頼
主
か
ら
有
償
で
引
き
受
け
、

こ
れ
を
会
員
に
提
供
し
、
仕
事
の
内
容

と
実
績
に
応
じ
て
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

現
在
、
特
に
、
植
木
の
手
入
れ
、
除

車
、
雑
作
業
な
ど
の
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

市
内
に
住
む
六
十
歳
以
上
の
人
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
問
い
合
せ
は

同
セ
ン
タ
ー

（金
⑫
ｏ
７
２
２
）
へ
。

シ

ル

バ

ー

学

園

生

募

集

福

祉
事
務
所

で
は

「
シ
ル
バ
ー
学
園

生
」
を
募
集

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
園
芸
や
植
木

の
手
入
れ
な

ど
を
学

び
、
地
域

で

の
活
動

や

シ

ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

の
仕
事

に
生

か
し

て

い
た
だ

こ
う
と

い
う
も

の
で
す
。

〔
と

こ
ろ
〕

シ

ル
バ
ー
人
材

セ

ン
タ
ー

（市
役

所
東
側
）

〔
内
容

〕

二
班

に
分
か
れ

て
月

一
回

〔
会
費
〕
年
間
千
円

〔
申

込
み
〕
十

一
月
十

日
い
ま

で
に
福

祉
事
務
所
ま

た
は

シ
ル
バ
ー
人
材

セ

ン

タ
ー

ヘ
。

〔
問
合

せ
〕
福
祉
事
務
所
福
祉
係

（
金

０

４
１
１
１
内
線

２
２
２
）

筑
後
市

の
お
も
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス

そ
の
ａ

高
齢
者
大
活
躍
の
三
ュ
ー
ス

市
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
″ね
ん
り
ん
ぴ
っ
く
９２
〃
ヘ

十

月

二

十

一
日
か

ら

十

一
月

二

日
ま

で
、

山

梨

県

で

「
健

康

福

祉

祭

全

国

大

会

（ね

ん

り

ん

ぴ

っ
く

９２
ご

が

開

か

れ

ま

す

。

筑
後
市
か
ら
は
、
ゴ
ル
フ
に
、
緒
方

作
太
郎
さ
ん

（野
町
、
七
十
五
歳
）
、

非
ノ
ロ
嘉
蔵
さ
ん

（水
田
上
、
七
十
二

歳
）、古
賀
啓
次
さ
ん

（中
牟
田
、
六
十

四
歳
）
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
は
吉
田

和
典
さ
ん

（馬
聞
田
南
、
六
十
二
歳
）、

日
水
勝
さ
ん

（羽
犬
塚
、
六
十
歳
）
、

水
田
渉
さ
ん

（上
北
島
、
六
十
歳
）
、

三
笞
九
郎
さ
ん

（久
富
、
六
十
九
歳
）

の
七
人
が
、
県
の
代
表
と
し
て
参
加
し

ま
す
。
選
手
団
七
人
は
、
十
月
十
二
日
に
市

長
を
訪
問
し
、
「県
代
表
の
名
に
恥
じ
な

い
よ
う
、
高
齢
者
パ
ワ
ー
で
が
ん
ば
り

ま
す
」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

柳 ―
〕 ″

~

▲市長を訪問した選手団のみなさん

J

(5)
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全国青年大会 (11月 6日～ 9日・東京)に、筑後市から5人が出場

八
月

と
九
月

に
、
筑
豊
地
区
な
ど

で
開

か
れ
た
第

二
十

五
回
県

民
体
育

大
会

（
県

体

）
青
年

の
部

で
、
筑
後
市

か
ら
出
場
し
た
弓
道

チ
ー

ム

（高

井
良

明
さ
ん
＝

二
九

歳

・
万
才
、
島
添
秀
雄
さ
ん
＝

二
三
歳

・
野
町
、

山

口
良

さ
ん
＝

二
四
歳

・
鶴

日
の

二
人

で
構
成
）
、
陸
上

三
段

跳
の
佐
藤

誠

さ
ん

（
二

一
歳

。
長
浜

）
、
水
泳

百
肝
自
由
型

の
竹

ノ
内

茂
さ
ん

（
二
七
歳

・
上
町
）
が
優

勝
し
ま
し
た
。

こ
の

三
者

は
、
十

一
月

六
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
東
京

の
国
立
競
技
場
を
中

心

に

開

か
れ

る

「
第

四
十

一
回
全
国
青
年
大
会
」

に
、
福
岡
県
代
表

と
し

て
出
場
し
ま
す
。

こ
の
大
会

は
、
全
国

の
働
く
青
年

が
集
ま

っ
て
、

ス
ポ

ー

ツ

・
芸
能
文
化

・
意
見

発
表
を
実
施
し

て
、

お
互

い
の
友
好
親
善
を
深
め

て
行
く

の
が

目
的

で
す
。

出
場
す

る
人
た
ち

に
、
全
国
大
会

に
向

け
た
抱
負

を
語

っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

弓
道
チ
ー
ム
は
、
見
事
な
逆
転
で
県

体
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

弓
道
の
団
体
競
技
は
、
三
人
で
一
チ

ー
ム
を
作
り
、
二
回
に
分
け
て
一
人
四

本
ず
つ
矢
を
放
ち
、
二
人
の
合
計
的
中

数

を

競

い
ま

す

。

県

体

に

は

三

十

八

チ

ー

ム

が

参

加

し

、

筑

後

市

は

、

先

行

す

る

北

九

州

市

を

二

回

目

で
と

ら

え

、

山

口
さ

ん

の
最

後

の

一
射

で
逆

転

す

る

と

い
う

劇

的

な

勝

利

を

収

め

ま

し

た

。

筑
後
市
か
ら
全
国
大
会
に
出
場
す
る

の
は
、
十
二
年
ぶ
り
三
回
目
で
す
。

二
人
と
も
高
校
時
代
に
弓
道
を
始
め
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
九
州
大
会
な
ど
の
大

き
な
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
の
す
ば
ら

し
い
実
績
の
持
主
で
、
現
在
は
滸
井
良

さ
ん
が
四
段
、
島
添
さ
ん
が
二
段
、
山

口
さ
ん
が
五
段
の
腕
前
で
す
。

心

と

体

の
鍛

練

が

弓
道
の
大
き
な
魅
カ

弓
道
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
相
手
は
動
か
な
い
的
で
す
が
、
必

ず
当
た
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

的
に
当
て
る
だ
け
で
な
く
、
動
作
か
ら

呼
吸
法
ま
で
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
心
と

体
を
鍛
え
な
け
れ
ば
、
道
を
極
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「正
射
必
中

（正
し
く
弓
を
引
け
ば

必
ず
当
た
る
と
い
う
こ
と
）
を
目
指
し

て
自
分
の
心
と
体
を
鍛
え
る
こ
と
と
、

違
う
仕
事
を
し
て
い
る
仲
間
と
交
流
で

蝶醇中彙つ一弓業】輸鋤』券臓つ　一〇

て
言
い
ま
す
。

水
曜
と
土
曜
の
年
後
八
時
か
ら
が
定

例
の
合
同
練
習
日
で
す
が
、
仕
事
が
忙

し
く
な
か
な
か
全
員
は
揃
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
早
朝
や
他
の
日

に
自
主
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
す
る
な
ど
し

て
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
高
井
良
さ
ん
は
、
「今

ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
監
督
や
先

輩
方
の
教
え
を
守
っ
て
、
県
の
代
表
と

し
て
恥
じ
ぬ
よ
う
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

全
国

一
を
目
指
し
ま
す
」
と
力
強
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
に
同
行
す
る
監
督
の
城
戸
晃

平
さ
ん

（徳
久
）
は
、
「無
心
で
弓
を
引

き
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
必
ず
日
頃
の

練
習
の
成
果
が
出
ま
す
」
と
、
優
し
く

見
守
っ
て
い
ま
す
。

「正
射
必
中
」
で
全
国
一
を
め
ざ
す

弓
道
チ
ー
ム
の
高
井
良
さ
ん
、島
添
さ
ん
、
山
口
さ
ん

▲左から島添さん、高井良さん、山口さん

み
ん
な
で
考
え
た
い
″
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
づ
く
り
″

竹
ノ
内
茂
さ
ん

（水
泳
百
メ
ー
ト
ル
自
由
型
）

竹
ノ
内
さ
ん
は
、
黒
木
町
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
、
水
泳
や
器
械
を
使

っ
た
健
康
づ
く
り
の
指
導
員
を
し
て
い

ま
す
。
水
泳
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
、
高

校
を
卒
業
し
て
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に

就
職
し
て
、
水
泳
の
指
導
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

県
体
で
優
勝
し
た
の
は
、
四
年
前
に

続
い
て
今
回
が
三
度
目
で
す
。
今
回
の

優
勝
記
録
１
分
１
秒
９３
は
、
こ
こ
数
年

の
優
勝
記
録
の
中
で
は
最
高
で
す
。

竹
ノ
内
さ
ん
は
、
も
と
も
と
体
を
動

か
す
こ
と
が
好
き
で
、
現
在
の
職
場
に

い
る
と

「趣
味
と
仕
事
と
健
康
づ
く
り

が
一
度
に
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
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指
導

が
忙

し
く
、
な

か
な

か
自

分

の

練
習

が
で
き
ま

せ
ん

が
、
指
導

の
合

間

に
泳

い
だ

り
、
自
転
車

で
自
宅

か
ら
職

場
ま

で
の
往
復
二
十

■
口
を
通

っ
た
り
し

て
、
体
力

づ
く
り
を
欠

か
し
ま

せ
ん
。

職

場

の

仲

間

に

感

謝

職
場
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
人
を
指
導
し
ま
す
が

「子

ど

も

の
純

粋

さ

や

大

人

の
豊

か

な

経

験

に
、

教

え

ら

れ

る

こ
と

も

多

い
」

そ

う

で
す

。
そ

し

て
最

後

に
、
「
快

く

全

国

大

会

に

送

り

出

し

て
く

れ

る

職

場

の
人

た

ち

に

感

謝

し

て

い
ま

す

。

優

勝

す

る

な

ん

て

言

え

ま

せ

ん

が
、

い

っ
し

ょ
う

け

ん

め

い
が

ん

ば

り

ま

す

。

筑

後

市

に
も

、

周

囲

に

ア
ピ

ー

ル
で

き

る

よ

う

な

ス
ポ

ー

ツ
施

設

や

、

も

っ

と

い
ろ

い
ろ

な

ス
ポ

ー

ツ
施

設

が
欲

し

い
で
す

。

そ

し

て
、

そ

こ

で
様

々
な

催

し

を

開

き

な

が

ら

、

市

の

ス
ポ

ー

ツ
全

体

の

レ

ベ

ル
ア

ッ
プ

を

し

て
欲

し

い
で

す

。

市

民

み

ん

な

で

『
ス
ポ

ー

ツ
と

健

康

づ
く

り

』

を

考

え

て

い
き

た

い
で
す

ね

」

と

話

し

て
く

れ

ま

し

た

。

ク
ラ
ブ

（市
内
の
小
学
校
の
児
童
た
ち

が
参
加
）
の
練
習
が
行
わ
れ
ま
す
。
佐

藤
さ
ん
の
職
場
は
二
交
替
勤
務
で
す
の

で
、
土
曜
日
の
午
後
が
休
み
に
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

こ
の
練
習
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
指
導
を
し
な
が
ら
走
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て
自
宅
近
く

の
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
る
な
ど

の
練
習
も
し
て
い
ま
す
。

「走
る
こ
と
が
好
き
で
、
会
社
で
も

陸
上
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。
陸
上
競
技

は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

全
国
大
会
で
は
、
決
勝
進
出
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
語
る
佐
藤
さ

ん
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
も
、
熱
い
声
援
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
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決
勝
進
出
を
め
ざ
し
て
が
ん
ぼ
る

佐

藤

誠
さ
ん

（陸
上
三
段
跳
）

佐
藤
さ
ん
は
中
学
時
代
に
陸
上
競
技

を
始
め
ま
し
た
。
本
格
的
に
跳
躍
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
高
校
に
入

っ
て
か
ら
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
、
昨
年
の
県
体
で
も
、

三
段
跳
三
位
、
走
り
幅
跳
四
位
と
い
う

成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
大
会

で
は
、
子
選
と
決
勝
で
そ
れ
ぞ
れ
三
本

ず
つ
を
跳
び
、
最
初
か
ら
ト
ッ
プ
の
座

を
譲
ら
ず
に
優
勝
し
ま
し
た
。

毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
八
女
工
高
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
筑
後
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
と
し
て
の
期
待

弓
道

チ
ー

ム
、
竹

ノ
内
さ
ん
、
佐
藤

さ
ん

の

い
ず

れ
も
、
仕
事
を
し
な

が
ら

そ
れ

ぞ
れ

の
競
技

に
打
ち
込
ん

で
き
ま

し
た
。

全
国
大
会

で

の
活
躍
、

そ
し

て
地
域

の
ス
ポ

ー

ツ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
活
躍

が
期
待

さ
れ
ま
す
。

ぅ
´

Ｏ

福
祉
事
務
所
で
は
、
来
年
４
月
か
ら

の
保
育
所

（園
）
の
入
所
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

申
請
書
は
福
祉
事
務
所
と
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
毎
年
必
要
で
す
の
で
、

引
き
続
き
入
所
し
た
い
家
庭
も
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

各
保
育
所
で
の
受
付
日
程
は
、　
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

〔「
月
１６
日
ω
〕
午
前
＝
桜
保
育
所
、

午
後
＝
筑
後
保
育
所

〔１１
月
１７
日
側
〕
午
前
＝
椋
の
実
保
育

園
、
年
後
＝
水
田
幼
児
園

〔Ｈ
月
１８
日
い
〕
午
前
＝
輝
保
育
園
、

午
後
＝
船
小
屋
保
育
園

〕
〔Ｈ
月
１９
日
∩
〕
午
前
＝
古
川
保
育
園

午
後
＝
筑
後
二
川
保
育
園

〔１１
月
２０
日
⑥
〕
午
前
＝
あ
さ
ひ
保
育

園
、
年
後
＝
松
原
保
育
園

〔１１
月
２４
日
∞
〕
午
前
＝
楠
の
実
保
育

園
、
年
後
＝
幸
輪
保
育
園

〔１１
月
２５
日
ｍ
〕
午
前
＝
宗
岳
寺
保
育

園
受
付
時
間
は
、
年
前
は
９
時
半
か
ら

Ｈ
時
半
ま
で
、
午
後
は
１
時
半
か
ら
４

時
ま
で
で
す
。

前
記
の
日
時
に
申
し
込
み
で
き
な
い

人
は
、
■
月
３。
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
は
福
祉
事
務
所
庶
務
係
金

０
４
１
１
１
、
内
線
２
２
１
）
へ
。

「宮
澤
内
閣
の
総
辞
職
を
求
め
る
」

意

見

書

な

ど

を

可

決

臨

時

市

議

会

十
月

二
十

二
日
に
開
か
れ
た
臨
時
市

議
会

で

つ
ぎ

の
意

見
書

が
可
決
さ
れ
、

関
係
行
政
庁

に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。

日

「
佐

川
急

便
疑
惑

の
徹
底
究
明
と
政

治
倫

理
の
確
立
を
求

め
る
」
意
見
書

囲

「
宮
澤
内
閣

の
総
辞
職
を
求

め

る
」

意
見
書

筑
後
市
奨
学
会
に
寄
付

十
月

一
日
、

い
大
薮
組

か
ら
、
筑
後

市
奨
学
会
基
金
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
社
で
は
、
筑
後
市
の
青
少
年
健
全

育
成
と
人
材
育
成
の
た
め
に
、
平
成
二

年
の
創
業
百
周
年
を
機
に
寄
付
を
始
め

ら
れ
、
今
年
は
百
二
年
に
合
わ
せ
て
百

二
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
筑
後
市
奨
学
会
　
筑
後
市
奨
学
会
は
、

多
く
の
人
た
ち
か
ら
の
寄
付
を
基
金
に

運
営
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
、
の
べ
二
百

七
十
六
人
の
高
校
生
に
奨
学
金
を
支
給

し
て
き
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ｗ

今
年
度
も
十

一
月
に
奨
学
生
を
募
集

　

，く

し
ま
す
。
問
い
合
せ
は
各
中
学
校
へ
。

●
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防
火

十

一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
、

″秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
を
で

す
。空
気
が
乾
燥
し
、
だ
ん
だ
ん
寒
く
な

っ
て
火
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
る
こ
の

季
節
は
、
火
災
が
起
さ
や
す
く
な
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
大
事
な

財
産
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ

う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

市
防
災
協
会
で
は
、
防
火
ポ
ス
タ
ー

と
防
火
標
語
を
募
集
し
、
市
内
の
小
学

校
か
ら
、
ポ
ス
タ
ト
三
百
五
十

一
点
標

語
二
百
二
十
四
点
の
応
募
を
い
た
だ
さ

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、　
つ
ぎ
の
各
賞

が
決
ま
り
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

〔ポ
ス
タ
ー
〕

団
最
優
秀
賞

原
優
也

（羽
犬
塚
小
六
年
）

圏
防
災
協
会
会
長
賞

友
添
未
希

（下
妻
小
二
年
）

圏
消
防
長
賞

田
籠
晋
二

（松
原
小
二
年
）

入
賞
し
た
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
は
、
十

一
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
ユ
ニ
ー
ド

筑
後
店
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
最
優
秀
賞

の
原
優
也
さ
ん
の
作
品
は
、
印
刷
さ
れ

て
市
内
の
官
公
庁
や
事
業
所
に
貼
ら
れ

ま
す
。

圃
熊
谷
弘
指
揮

「室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

演
奏
会
」

東
京
で
活
躍
す
る
指
揮
者

・
熊
谷
弘

（八
女
高
Ｏ
Ｂ
）
さ
ん
の
呼
び
か
け
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
を
は
じ
め
と
す
る
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
や
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
活

躍
す
る
ト
ッ
プ
奏
者
た
ち
が
集
ま
っ
て

で
き
た
、
国
内
最
高
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や

ビ
ー
ト
ル
ズ
と
い
っ
た
な
じ
み
深
い
曲

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〔と
き
〕
Ｈ
月
１３
日
④
午
後
６
時
半
開

演

（６
時
開
場
）

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
市
民
会
館

〔前
売
券
〕
一
般
三
千
七
百
円
、
小
中

学
生
二
千
円

〔問
合
せ
〕
社
会
教
育
課

（ａ
０
４
１

１
１
内
線
４
３
１
）

圃
市
民
文
化
祭

教
育
委
員
会
と
文
化
連
盟
で
は
、　
つ

ぎ
の
と
お
り
市
民
文
化
祭
を
開
き
ま
す

〔と
き
〕
１１
月
１３
日
④
～
１５
巳
働

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
ほ
か

〔内
容
〕
さ
つ
き
展
、
寒
ラ
ン
展
、
児

童
作
品
展
、
書
道
展
、
茶
会
な
ど

〔問
合
せ
〕
社
会
教
育
課

（ａ
０
４
１

１
１
内
線
４
３
１
）

団
サ
ン
グ
ー
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
９２

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
今
年
も

秋
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

「ブ
ル
ー
ス
カ

ィ
パ
ー
テ
ィ
９２
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

と
っ
て
お
き
の
イ
ベ
ン
ト
は

「サ
ン

グ
ー
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
９２
」
０
お
父
さ

ん
た
ち
に
は
懐
か
し
く
、
子
ど
も
た
ち

に
は
今
新
し
い
、あ
の
「サ
ン
グ
ー
バ
ー

ド
」
の
す
べ
て
が
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド

に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

〔期
間
〕
Ｈ
月
２３
日
冊
ま
で

〔場
所
〕
ス
ペ
ー
ス
ド
ー
ム
内
コ
ス
モ

ピ
ア〔内
容
〕
①
サ
ン
グ
ー
バ
ー
ド
２
号
の

発
射
場
面
を
再
現
し
た
大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
、
②
秘
密
基
地
ト
レ
ー
シ
ー
島
の

大
型
模
型
、
③
メ
カ
や
隊
員
の
意
外
な

場
面
が
写
し
出
さ
れ
る
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー

〔料
金
〕
パ
ス
ポ
ー
ト
の
人
は
無
料

（入
園
券
の
人
は
ス
ペ
ー
ス
ド
ー
ム
入

館
料
五
百
円
が
必
要
で
す
）

〔問
合
せ
〕
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド

（な

０
９
３
・
６
７
２
●
３
４
５
６
）

▼防火ポスター最優秀賞 原 優也さんの作品

防 火 標 話
日最優秀賞

火の しまつ その時その時 気を付けて
水洗小5年  尋木杏子

日防災協会会長賞

こわい火を 防 ぐぞ守るで 気を付けよう
松原小5年  井上千夏

日消防長賞

ちょっとした あなたの気配 り 火事しユ、せ ぐ
松原小6年  服部由佳

巷
あ
″
み
ん
な
で
Ш
か
け
法
う

県
美
術
展
入
選
者

九
月
に
行
わ
れ
た
県
美
術
展
で
、
十

月

一
Ｒ
号

で
お
知

ら
せ
し
た
入
賞

・
入

選
者

の
ほ
か
、
写
真

の
部

門

で
久
我
敏

博
さ

ん

（久
恵

）

が
入
選
さ
れ
ま

し
た
。

イ
ベ
ン
ト
が
も
り
だ
く
さ
ん
の
秋

(3)
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九
月
十

一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

「
シ
ル
バ

ー
作
品
展
」
で
、　
つ
ぎ
の
人
た
ち
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　

（敬
称
略
）

囲
最
優
秀
賞
　
下
川
衛
、
藤
吉
逸
子
、

村
上
武
雄
、
辻
嘉
六
、
下
川
輝
夫
、
中

島
政
喜
、
近
藤
ト
シ
エ
、
水
町
定
江

圃
優
秀
賞
　
佐
藤
平
八
郎
、
東
昭
、
徳

一　
　
永
佐
助
、
中
尾
タ
ツ
ョ
、
久
良
木
シ
ゾ

カ
、
吉
武
鈴
香
、
松
永
千
佐
子
、
石
川

キ
ク
ヨ
、
服
部
紗
代
子
、
井
上
寿
美
子

囲
奨
励
資
　
野
田
ヨ
シ
エ
、
湯
浅
保
市

吉
田
綾
子
、
本
村
明
夫
、
竹
下
清
春
、

古
賀
マ
ス
エ
、
服
部
紗
代
子
、
井
上
寿

美
子
、
下
川
千
里
、
森
ハ
ル
、
吉
川
ハ

ツ
ノ
、
松
崎
美
智
子
、
下
川
敬
二
、
水

田
春
子
、
村
上
成
己
、
久
良
木
誓
、
井

。
こ
　
　
ロ
チ
エ
ノ
、
鹿
毛
力
、
水
町
定
江
、
近

く
　
　
藤
亨
子
、
徳
永
佐
助
、
高
井
良
タ
ツ
エ

ち
　
　
井
村
愛
子
、
近
藤
ハ
ル
子
、
馬
場
清
、

報
　
　
八
山
し
き
え
、
江
口
和
子
、
佐
田
ト
シ

広
　
　
工
、
水
町
敏
子
ゞ
近
藤

一
義
、
石
橋
仙

太
郎
団
特
別
賞
　
緒
方
正
明

入 シ

ル

バ

賞 I

作

品

者展

イ
|

´
Ⅲ

〕

)

風
に
吹
か
れ
て
〃
ヘ
ビ
ウ
リ
″
ゆ
ら
ゆ
ら

富
重
の
田
中
千
代
吉
さ
ん
が
栽
培

富

重

の
田
中
千
代

吉
さ
ん

（六
十
七

歳
）
方

の
畑

で
、
東
南

ア
ジ
ア
原
産

の

「
ヘ
ビ
ウ
リ
」

が
実
を
付
け
ま
し
た
。

ヘ
ビ
ウ
リ
は
、

ウ
リ
科

カ
ラ

ス
ウ
リ

属

の
植
物

で
、　
ニ
ガ
ウ
リ

の
仲
間

で
す
。

田
中
さ
ん
は
、

「
ヘ
ビ
ウ
リ

の
種
を

譲

り
ま
す
」
と

い
う
新
聞
記
事
を
見

て

申
し
込

み
、
三
個

の
種
を
譲

り
受

け
ま

し
た
。

そ
し

て
、
今
年

の
六
月

に
植
え

ま

し
た
。

九
月

に
な

る
と
、　
ヘ
ビ
ウ
リ
が
実
を

＞
梨
の
皮
む
き
コ
ン
テ
ス
ト

十
月
二
日
と
四
日
、
筑
後
市
農
協
本

所
で

「第
十
二
回
農
業
ま
つ
り
」
が
開

か
れ
九
州
大
学
の
海
外
留
学
生
や
市
内

在
住
の
外
国
人
も
参
加
し
て
、
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
協
で
は
、
二
年
前
の
九
月
に

「国

際
交
流
二
十
四
時
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
を
開
く
な
ど
、
外
国
人
と
の
交
流

の
中
で
、
日
本
の
米
と
文
化
と
の
か
か

わ
り
や
国
際
交
流
を
考
え
る
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
の
留
学
生
講
演

会
や
腕
相
撲
国
際
大
会
な
ど
の
ほ
か
（

農
協
本
所
前
広
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の

テ
ン
ト
が
並
び
、
無
農
薬
野
菜
や
手
づ

く
り
み
そ
、
新
鮮
な
果
物
な
ど
が
即
売

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

ジ

付
け
始
め
、
そ
れ
か
ら
二
週
間
く
ら
い

で
二
房
ほ
ど
の
長
さ
に
な
り
、
ぶ
ど
う

概
か
ら
地
面
に
届
く
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。十

月
始
め
頃
に
は
、
全
部
で
百
五
十

佃
ほ
ど
が
実
を
付
け
、
風
に
吹
か
れ
て

揺
れ
る
様
子
は
、
ま
さ
に
ヘ
ビ
の
よ
う

で
し
た
。

田
中
さ
ん
は

「
こ
っ
と
う
品
な
ど
の

珍
ら
し
い
物
を
集
め
る
の
が
好
き
で
す

の
で
、
最
初
は
飾
り
物
に
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
わ
ら
か
す
ぎ
て

グ
メ
で
し
た
。
な
ら
づ
け
に
す
る
と
、

ニ
ガ
ウ
リ
に
似
た
味
が
し
て
お
い
し
か

っ
た
で
す
」
と
、
楽
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

留
学
生
も
参
加
し
て
国
際
交
流

第

十

三

回

農

業

ま

つ

り

こ
ん
な

こ
と

あ
ん
な

こ
と

´

ゴ

ミ
拾

い
で

さ
わ

や

か
な

汗

矢
部
川

ノ
ー
ポ

イ
運
動

十
月
十
八
日
、
矢
部
川
流
域
で
、
「第

七
回
矢
部
川
ノ
ー
ポ
イ
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
建
設
省
筑
後
川
工
事
事
務

所
が
、
矢
部
川
と
筑
後
川
流
域
の
二
市

四
町
で
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
十
八
日
と
二
十
五
日
の
二
回
で
約

一
万
九
千
人
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た

筑
後
市
で
は
、
矢
部
川
・
船
小
屋
周

辺
に
県
営
公
園
の
建
設
が
決
ま
り
、
環

境
整
備
へ
の
気
運
が
よ
り
一
層
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
東
は
古
川
地
区
か
ら
西

は
津
島
地
区
ま
で
の
市
民
約
四
百
五
十

人

が
参
加

し
、
矢
部

川

の
河
原

や
堤
防

に
捨

て
ら
れ
た
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ
五
百

四
十
キ
ロ
と
、
燃
え

る
ゴ
ミ
百

キ
ロ
を
回
収

し
ま

し
た
。

ど

(9)
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こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
あ
き
た
い

エ
イ

ズ

の

正

し

い
知

識

一
九

八
五
年

、

日
本

に
初

め

て

エ
イ
ズ

が
上
陸

し

て
か
ら
、
今
年

で
七
年

に
な

り
ま
す
。

そ

の

二
年
後

に
は
、
女
性
患
者

が
死
亡
し

て

社
会

に
大
き
な
衝
華
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、

研
究

や
治
療
な
ど

さ
ま
ざ

ま
な
対
策

が
施

さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
特
効
薬

は
、
ま
だ

み

つ
か

っ
て

い
ま

せ
ん
。

単
な

る
好
奇

心
や
誤
解

に
よ

る
不
安

で
語
ら
れ
る

こ
と

の
多

い
エ

イ
ズ

で
す
が
、
現
状
を
踏
ま
え
、

正
し

い
予
防
知

識
を

再
確
認
し
ま

し

よ

つヽ
。

エ
イ
ズ
と
は
後
天
性
免
疫
不
企
症
候

群
の
略
称
で
す
。
ヒ
ト
免
疫
不
仝
ウ
イ

ル
ス

（Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
が
感
染
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
病
原
体
の
侵
入
か
ら
体
を
守

っ
て
い
る
免
疫
系
が
障
害
を
受
け
て
、

免
疫
不
仝
に
陥
る
病
象
で
す
。

エ
イ

ズ

の

現

状

は

厚
生
省
の
調
査
で
は
、
今
年
八
月
末

現
在
の
国
内
の
発
病
患
者
数
は
四
百
九

十
七
人
。
禿
病
は
し
て
い
な
い
が
、　
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
人
が

二
千
三
百
六
十
九
人
い
ま
す
。
毎
年
少

し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

患
者
、
感
染
者
の
大
半
が
血
友
病
患

者
の
凝
同
因
子
製
剤
に
よ
る
感
染
で
す

が
、
現
在
は
安
全
性
が
保
た
れ
て
い
る

た
め
、
凝
固
因
子
製
剤
や
輸
血
な
ど
に

よ
る
感
染
の
心
配
は
な
く
な

っ
て
い
ま

す
◎代

わ
っ
て
、
最
近
で
は
性
行
為
感
染

に
よ
る
患
者
、
感
染
者
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
特
に
異
性
問
性
的
接
触
が
主
流

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
は
男
性
同

性
愛
者
に
多
い
と
い
っ
た
従
来
の
考
え

方
を
全
く
く
つ
が
え
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
男
性
は
海
外
、
女
性
は
国
内

で
感
染
す
る
例
が
多
い
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

ど

う

し

て

感

染

す

る

の

で

し

ょ

う

感
染
経
路
と
し
て
は
、
感
染
者
と
の

性
行
為

（血
液
、
精
液
、
女
性
の
体
液

を
介
し
て
）
、
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ

た
注
射
器
や
針
の
使
用

・
共
有
、　
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
母
か
ら

子
ど
も
へ
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、　
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ウ

イ
ル
ス
の
中
で
も
非
常
に
感
染
力
が
弱

い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
性
行
為
以
外
の
接

触

（握
手
や
普
通
の
キ
ス
）
、
咳
や
く

し
ゃ
み
（
エ
イ
ズ
は
空
気
感
染
し
な
い
）

一
緒
の
食
事

（ま
わ
し
飲
み
、
同
じ
皿
、

同
じ
箸
で
食
べ
る
）
、
感
染
者
と
の
同

居

（風
呂
、
ト
イ
レ
、
職
場
、
学
校
）
、

決
ま
っ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
性
行
為
は

安
全
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、　
コ
ン
ド
ー
ム
の
正
し
い
使
用

は
予
防
に
有
効
で
す
。

エ
イ
ズ
を
■
し
く
型
解
し
て
日
常
生

活
を
い
た
ず
ら
に
混
乱
さ
せ
な
い
こ
と

が
重
要
で
す
。

八
女
保
健
所
で
は
、
毎
週
月
曜
日
、

エ
イ
ズ
の
相
談
や
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
時
間
は
年
後

一
時
か
ら
午
後
二
時

半
ま
で
で
す
。　
一
人
で
心
配
せ
ず
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
八
女
保
健
所

（ａ
０
９

４
３
④
ｌ
ｌ
５
と

へ
。

ヽ

そ

れ

で

も

あ心

れ配

tゴ が

ズ

ヤ

１
日
　
山
上
産
婦
人
科

（上
町
金

０
５
８
５
５
）

伊
藤
際
院

（溝
口
町
な
○

３
５
３
１
）

３
日
　
内
藤
貶
帰
人
科

（和
泉
束

金
①
２
４
４
皇

坂
井
内
科

（上
町
金
０
２

５
８
６
）

宅

こ

８

日

木
附
外
科

（藤
島
な
①
３

９

４

５
）

永

円

医

院

（船

小

屋

倉
○

３

２

７

１
）

出
中

整

形

外

科

（
野

町

♂

０
５
０
０
皇

水
落
医
院

（上
宮
久
奮
○

２

３

３

２
）

筑
後
市
立
病
院

（和
泉
西

倉
０
７
５
１
１
）

筑
後
市
立
病
院

（和
泉
山

倉
０
７
５
１
と

チ
ク
ゴ
宵
腸
科

（足
島
ａ

０
４
３
５
也

平
井
医
院

（和
泉
中
ａ
Ｏ

２

３

５

３

）

15
日

２２

日

２３

日

２９

日

久

留

米

広

域

限

科

在

宅

医

１

日

中
島
限
科

（久
留
米
市

野

中

町

ａ
②

２
０
３
０
）

冨
門
限
科

（
八
女
市
本
村

金
０
９
４
３
④

３
４
５
５
）

足

円
限
科

（久
留
米
市
安

武
町

ａ
０

５
１
６
６
）

山
下
限
科

（筑
後
市
山

ノ

３

日

井
倉
０
２
２
２
こ

２２

日
　
杉

田
限
科

（久
留
米
市
田

分
町

奮
②

２
０
２
０
）

２３
日
　
平
野
眼
科

（
八
女
市
本
町

な
０
９
４
３
０

５
５
５
０
）

２９
日
　
模
限
科

（久
留
米
市
城
南

町
合
⑫
４
８
０
こ

８

日

15
日

(1(〕 )
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子育て電話相談

a53-8574
翰

毎週火 。本曜日 10:00～ 16:00

団予防接種

☆三種混合 (ジフテリア・百日咳・破傷風 )

・ 5日 (木)13:30～ 14:30 保健センターで

・ 26日 (木)13:30～ 14:30 保健センターで
。対象者一生後12カ 月から48カ 月未満の子。今までに

接種できなかった子は72カ 月未満であれば二

種混合 (ジフテリア・破傷風)を 受けること

ができます。

・ 2期 を受ける子はできるだけ 5日 に受けてください

☆インフルエンザ (2回 日)

・ 12日 (木)松原・筑後北・古川校区
・ 17日 (火)水田・古島・下妻 。二川・水洗校区

・ 25日 (水)羽大塚・西牟田・筑後校区
・ 時間は、いずれも13130～ 14:30 保健センターで

・ 対象者=i両 3歳以上の希望者 (小 。中 。高校生、一

般 も含む)

・ 料金-300円 ただし、幼児、小・中・高校生は無料

団乳児検診 (4カ 月児 )

・ 27日 (金)13:30～ 14:30 保健センターで

・ 対象者=平成 4年 7月 生れの子
・ 当日は小児がん (神経芽細胞腫)の尿検査セットを

渡 します。受診できないときは、保健管理課へ連絡

してください。

囲 1歳半児検診

・ 20日 (金)13i30～ 14:30 保健センターで

・ 対象者一平成 3年 4月 生れの子

・ 当日は麻 しん 。MMRの 間診票を渡 します。母子プ
レイの実技やおやつの試食会 もあります。受診でき

ないときは、保健管理課へ連絡 してください。

団 3歳児検診

・ 13日 (金)13:30～ 14:30 保健センターで
。対象者一平成元年10月 生れの子

・ 母子手帳 と郵送 したアンケー ト用紙を記入してもっ

てきてください。

日育児相談 (9カ 月 。10カ 月児)

・ 19日 (木)13:30～ 14:30 保健センターで

・ 対象者一平成 4年 1月 。2月 生れの子

・ 育児についての相談や保育指導をします。

日母親教室

・ 12日 (本)9:00～ 12:30 保健センターで
。26日 (木)9:00～ 12:30 保健センターで
・ 初妊婦を対象に妊娠中と産後の生活‡旨導及び新生児

の保育指導をし、母子手帳を渡 します。

日リハビリ教室 (バスで送迎 します )

・ 毎週水曜日 13130～ 16:00 保健センターで

ス トレッチ体操、棒体操、竹ふみ体操、手芸など

囲減量教室

・ 10日 (火)13:30～ 16:00 保健センターで

運動療法について

日糖尿病数室

・ 10日 (火 )13:00～ 16:00 開講式、身長・体重 。血

圧測定、血液検査、講義「糖尿病について」

講師 原田妻彦先生 (市立病院長 )
・ 24日 (火)9:00～ 12:00 糖尿病と食事療法 (講話

と実習)

13:00～ 15:00 糖尿病と運動療法 (講話
と実習 )

・ 場所は、いずれも保健センター

日健康相談

・ 毎週水曜日 13:30～ 14:30 総合福祉センター

・ 6日 (金)10:30～ H i30 前津公民館
・ 13日 (金)10:30～ H i30 馬聞田農協出張所

・ 20日 (金 )10:30～ H:30 井田上公民館
・ 27日 (金 )10:30～ 11:30 水田コミュニティセンター

40歳 を過ぎたら月に 1度、血圧測定、検尿など健康

チェックをしておきましょう。遠慮なく相談におい

でください。

日結核検診

・ 4日 (水 )10:00～ H i30 井口水道倉庫 (下妻 )

13:15～ 14:00 四ヶ所区長宅前
14:15～ 15:00 江口お宮前

・ 5日 (木)10:00～ 11:30 津島西生活改善センター

13:15～ 14100 _品 香前 (山 ノ井 )
14:15～ 15:00 八女食販前 (和泉 )

・ 6日 (金)10:00～ H:30 尾島公民館
13:15～ 14:00 野町公民館
14:15～ 15:00 松永酒店横 (長崎 )

。対象者一学校や職場で受けられない15歳以上の人

・ 受診料は無料です。最寄 りの会場で受けてください

団12月 は………

・ 1日 (火 )減量教室 9:30～ 12:00保健センター

・ 2日 (本 )健康相談13:30～ 14:30総合福祉センター

・ 4日 (金 )健康相談10:30～ 11:30前津公民館

健康相談13:30～ 14:30野中公民館

(11)
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市役所への問合わせ

a0942-53-4111
サンコアヘの問合せ

奮 0942-53-2516

広 報 ち く ご平成 4年■月 1日

保 市

険民

の交

切 通

替傷

え害

Ｈ
月
は
、
市

民
交
通
傷

害
保
険

の
切

替
え
月

で
す

。

い
ま
ま

で
加

入
し

て

い
た
人
も
、

こ

れ

か
ら
新

し
く
加
入
し
よ
う
と

い
う
人

も
手
続
き
を
し

て
く

だ
さ

い
。

〔
加

入
資
格
〕
市

内
に
住

ん

で

い
る
か

市
内

に
通
勤
通
学
し

て

い
る
人

〔
保
険
料
〕

１
人
年
額

六
百
円
、
中
途

申
込

み
は
月
額
五
十
円

〔
保
険
金
〕
死
亡
、
重
症
障
害

の
場
合

は
百
万
円
、
け
が

の
場
合

は
二
千
円

～

十

二
万
円

〔
申

込

み
〕
Ｈ
月
２
日
～
２５
日
ま

で
（隣

組
長
さ
ん
を
通
じ

て
行
政
区

長
さ
ん

ヘ

申
込
ん

で
く
だ
さ

い
）

く
わ
し
く

は
市

民
課

（
金
①

４
１
１

１
内
線

１
８
２
）

ヘ

筑
後
小
学
校
の
改
築
に
と
も
な
う
旧

校
舎
の
瓦
が
、
少
し
残
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
同
校

の
瓦
を
譲
り
ま
す
。

（申
込
み
】
教
育
委
員
会
総
務
課
へ
直

接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
す
。

た
だ
し
、
業
者
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

〔瓦
の
引
渡
し
〕
筑
後
小
学
校

〔価
格
〕
①
平
瓦
１
枚
二
十
円
　
②
役

瓦
１
枚
五
十
円
。
代
金
は
そ
の
場
で
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
は
、
教
育
委
員
会
総
務
課

（な
０
４
１
１
１
内
線
４
１
１
）
ヘ

差
押
さ
え
物
件
の
公
売

税
務
課
で
は
、　
つ
ぎ
の
と
お
り
市
税

滞
納
に
よ
る
差
押
え
物
件
の
公
売
を
行

い
ま
す
。

〔と
き
〕
Ｈ
月
２６
日
い
午
後
２
時

〔と
こ
ろ
〕
市
役
所
第
１
委
員
会
室

〔公
売
物
件
〕
電
話
加
入
権

〔公
売
方
法
〕

一
般
競
争
入
札
。
代
金

は
当
日
支
払
い
の
こ
と

公
売
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
印
か
ん
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
税
務
課
徴
収
係

（ａ

０
４
１
１
１
内
線
１
７
１
）
ヘ

ー
学
校
週
５
日
制
促
進
事
業
―

子

ど

も

ハ

イ

キ

ン

グ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
週
５
日

制
促
進
事
業
と
し
て
、　
つ
ぎ
の
と
お
り

子
ど
も
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

〔と
き
〕
Ｈ
月
１４
日
●
午
前
８
時
３。
分

サ
ン
コ
ア
集
合

（雨
の
時
は
中
止
）

〔
コ
ー
ス
〕
サ
ン
コ
ア
↓
石
人
山
古
墳

↓
サ
ン
コ
ア

（約
８
キｏ）
約
３
時
間

〔対
象
者
〕
小

。
中
学
生
ま
た
は
、
小

中
学
生
の
親
子

〔参
加
費
〕
無
料

〔持
っ
て
く
る
物
〕
水
筒

〔申
込
み
〕
当
日
受
付
け
し
ま
す

〔問
合
せ
〕
サ
ン
コ
ア

（ａ
①
２
５
１

６
）
ヘ

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
″

親
子
ふ
れ
あ

い
広
場

硼
日
本
保
育
協
会
で
は
、
わ
ん
ぱ
く

で
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
を
の
び

の
び
と
育
て
る
願
い
か
ら
、
親
子
で
ふ

れ
あ
え
る
広
場
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
、

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〔と
き
〕
Ｈ
月
１５
日
倒
午
前
１０
時
～
午

後
３
時
３０
分

〔と
こ
ろ
〕
羽
犬
塚
小
学
校
体
育
館
と

運
動
場

〔参
加
者
〕
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
必
ず
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〔問
合
せ
・
申
込
み
〕
近
く
の
保
育
所

へ
。
な
お
、
有
料
の
屋
台
や
模
擬
店
ヨ

ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

文
化
財
め
ぐ
り

市
内
に
あ
る
国

・
県
及
び
市
指
定
の

文
化
財

（無
形
文
化
財
を
除
く
）
め
ぐ

り
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

〔と
き
〕
Ｈ
月
２５
日
的
午
前
９
時
～
午

後
４
時
。
年
前
９
時
に
サ
ン
コ
ア
集
合

〔
コ
ー
ス
〕
石
人
山
古
墳
″
欠
塚
古
墳

～
本
田
天
満
宮
～
光
明
寺
～
坂
東
寺
～

能
野
神
社
～
老
松
神
社
～
寛
元
寺
～
日

吉
神
社
～
六
所
宮
な
ど
を
バ
ス
で
回
り

ま
す
。

〔会
費
〕
五
百
円

（昼
食
代
ほ
か
）

〔説
明
者
〕
筑
後
郷
土
史
研
究
会
長
、

近
本
喜
続
さ
ん

〔申
込
み
〕
サ
ン
コ
ア
か
社
会
教
育
課

備
付
け
の
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
Ｈ
月
１６
日
ま
で
に
社
会
教
育

課
へ
申
込
む

（金
０
４
１
１
１
内
線
４

３
２
）
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。

第

４４

回

全

国

同

和

教

育

研

究

大

会

ヘ

全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
が
、
１３
年

ぶ
り
に
福
岡
で
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
取

り
組
ま
れ
た
教
育
実
践
や
研
究
成
果
を

交
流
し
あ
い
、
そ
し
て
新
た
な
課
題
を

明
ら
か
に
し
て
、
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
と
い
う
意
義
深
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
人
権

・
差
別
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
が
あ
り
、

「橋
の
な
い
川
」
で

有
名
な
住
井
す
ゑ
さ
ん
の
講
演
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
筑
後
市
か
ら
も
レ
ポ
ー
ト
報

告
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
２
万
人
の
参
加
者
が
あ
る
こ

の
大
会
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔と
き
〕
Ｈ
月
２８
日
①
～
３。
日
⑪

〔と
こ
ろ
〕
全
体
会
と
特
別
部
会
＝
北

九
州
市
立
総
合
体
育
館

（北
九
州
市
八

幡
東
区
八
王
寺
町
４
１
１
）
分
科
会
＝

学
校
教
育
部
会
は
北
九
州
市
内
の
各
会

場
、
社
会
教
育
部
会
は
福
岡
市
内
の
各

八ム
・Ｈ笏
〔問
合
せ
〕
教
育
委
員
会
同
和
教
育
課

（ａ
０
４
１
１
１
内
線
４
４
１
）

瓦筑

を後

譲小

り学

ま校

すの

こ

よ

み

３

日

文
化
の
日
　
□
市
民
ハ
イ

キ
ン
グ
（九
重
町

一
日
山
）

市
政
功
労
者
表
彰
式

民
生
委
員
会

農
業
委
員
会

行
政
区
長
会
研
修
Ｔ
ｌ３
旦

市
民
文
化
祭

（～
１５
日
）

文
化
振
興
事
業
例
会

「室

内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
」

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
　
□
親
子
ふ
れ
あ

い
広
場
　
□
七
五
三

勤
労
感
謝
の
日

４

日

５

日

・２

日日

23
日

15
日
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＝
月
２６
日
は

年
金
相
談
日
で
す

■
月

６
日
か
ら

１２
日
ま

で
は

「
年
金

週
間
」

で
す
。

年
金

に

つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど

の
程

度

ご
存

じ

で
し

ょ
う

か
。

年
金

に

つ
い
て
の
疑
間

に
お
答
え

し

ま
す
。

こ

の
機
会

に
ぜ

ひ
お

い
で
く

だ

さ

い
。

〔
と
き
〕

Ｈ
月

２６
日
い
午
前

１０
時

～
午

後

３
時

〔
と

こ
ろ
〕
サ

ン
コ
ア
２
階
会
議
室

〔
相
談
者
〕
久
留
米
社
会
保
険
事
務
所

年
金
専
問
官

ま
た
、
国
民
年
金
習
字
ポ

ス
タ
ー
展

を

Ｈ
月

１３
日
④

～
１９
日
い
ま

で
、
久
留

米
岩
田
屋

で
行

い
ま
す
。

団
無
料
税
務
相
談

Ｈ
月
Ｈ
日
か
ら
１７
日
ま
で
は
、
「税
を

知
る
週
間
」
で
す
。

八
女
税
務
署
で
は
、　
つ
ぎ
の
と
お
り

税
の
ビ
デ
オ
の
放
映
と
無
料
税
務
相
談

を
行
い
ま
す
。

〔と
き
〕
Ｈ
月
１０
日
硼
午
前
１０
時
～
午

後
３
時

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
商
工
会
議
所

な
お
、
週
間
中
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
に

お
い
て
も

″税
の
ビ
デ
オ
の
放
映
″
を

行
い
ま
す
。

囲
年
末
調
整
説
明
会

〔と
き
〕
Ｈ
月
２６
日
い
午
前
１０
時
～
午

後
２
時

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
商
工
会
議
所

※
説
明
会
出
席
の
際
は
、
税
務
署
か
ら

送
付
さ
れ
た

「案
内
は
が
き
」
を
必
ず

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
八
女
税
務
署

（金
０

９
４
３
④
５
１
９
１
）
へ
。

市
民
ゾ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
出
場
チ
ー
ム
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場
チ
ー

ム
を
募
集
し
ま
す
。

〔と
き
〕
Ｈ
月
１５
日
⑪
午
前
８
時
３。
分

受
付
、
午
前
９
時
開
会

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
中
学
校
体
育
館

〔競
技
方
法
〕
監
督
１
人
、
選
手
１２
人

以
内
で
チ
ー
ム
編
成

（市
内
在
住
か
勤

務
の
人
）
し
、
９
人
制
で
行
う
。

〔申
込
み
〕
申
込
用
紙

（社
会
教
育
課

に
あ
り
ま
す
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
Ｈ
月
■
日
い
ま
で
に
提
出
の
こ
と

※
上
位
２
チ
ー
ム
は
、
八
女

・
筑
後
広

域
圏
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（１２

月
６
日
開
催
）
へ
出
場
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
社
会
教
育
課

（ａ
Ｏ

４
１
１
１
内
線
４
３
３
）
へ
。

第
１
回
全
国
障
害
者

ボ

ウ

リ

ン
グ

大

会

と
き
め
き
フ
ェ
ス
タ
福
岡
実
行
委
員

会
と
ω
日
本
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
で
は
、
全
国
の
障
害
者
が
ボ
ウ
リ
ン

〕

グ
競
技
を
通
じ
て
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及

・
振
興
を
図
り
、
障
害
者
の
ス

ポ
ー
ツ
ヘ
の
関
心
と
参
加
意
識
を
た
か

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、　
つ
ぎ
の
と

お
リ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

〔と
き
〕
平
成
５
年
２
月
１３
日
①
＝
団

体
戦
、
年
後
１
時
３０
分
～
午
後
６
時
、

・４
日
⑪
＝
個
人
戦
、
午
前
９
時
３０
分
～

午
後
３
時

〔と
こ
ろ
〕
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
香
椎

（〒
８
１
０
福
岡
市
東
区
千
早
３
丁
目
）

〔競
技
方
法
〕
ア
メ
リ
カ
方
式
と
し
、

個
人
戦
は
４
ゲ
ー
ム
の
総
得
点
で
、
団

体
戦
は
１
チ
ー
ム
３
人
で
、
各
人
３
ゲ

ー
ム
計
９
ゲ
ー
ム
の
総
得
点
で
順
位
を

決
め
る
。
個
人
戦
及
び
団
体
戦
の
両
方

に
出
場
可
。

〔参
加
資
格
〕
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
、

療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
１６
歳
以
上
の

人
。〔参
加
費
〕
個
人
戦
は
千
円
。
団
体
戦

は
１
チ
ー
ム
二
千
円
。

〔申
込
み
〕
Ｈ
月
２５
日
ま
で
に
市
福
祉

事
務
所
へ
。
申
込
書
は
同
所
に
あ
り
ま

す
。

（ａ
０
４
１
１
１
内
線
２
２
２
）

ン

ル

バ

ー

ゴ

ル

フ

大

会

市
老
人
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
部
で
は
、
第

１０
回
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
を
つ
ぎ
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

〔と
き
〕
Ｈ
月
１０
日
∞
午
前
８
時
３０
分

現
地
集
合
。

〔と
こ
ろ
〕
久
留
米
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ

（広
川
町
）

〔参
加
費
〕
四
千
円

（
コ
ン
ペ
の
み
は

千
円
）

〔申
込
み
〕
Ｈ
月
５
日
い
ま
で
に
市
福

祉
事
務
所

（ａ
０
４
１
１
１
内
線
２
２

２
）
へ
。

筑
後
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、

優
良
運
転
者
な
ど
の
自
動
車
運
転
免
許

証
の
更
新
申
請
受
付
時
間
を
、　
つ
ぎ
の

と
お
り
延
長
し
て
い
ま
す
。

〔受
付
時
間
〕▽
午
前
８
時
３。
分
～
Ｈ
時

▽
午
後
１
時
～
午
後
３
時
３０
分

〔対
象
者
〕
①
更
新
前
３
年
間
無
事
故

無
違
反
の
人
と
前
回
の
更
新
の
時
に
簡

素
化
講
習
を
受
け
た
人
で
、
今
回
の
更

新
ま
で
の
間
に
軽
微
な
違
反
が
１
回
だ

け
の
人
　
②
更
新
前
１
年
以
内
に
、
特

別
講
習

。
安
全
運
転
管
理
者
講
習

・
自

動
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
を
受
け
た
人
。

※
そ
の
他
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
午

前
８
時
３０
分
か
ら
９
時
３０
分
ま
で
と
、

年
後
１
時
か
ら
１
時
３。
分
ま
で
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
筑
後
自
動
車
運
転
免

許
試
験
場

（ａ
０
５
２
０
８
）
へ
。

公

衆

電

話

で

国
際
通
話
が
で
き
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
筑
後
営
業
所
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

筑
後
営
業
所
南
側
に
、
国
際
通
話
が
で

き
る
第

一
号
の
公
衆
電
話
を
設
置
し
ま

し
た
。
外
国
に
も
ダ
イ
ヤ
ル
ひ
と
つ
で

通
話
が
で
き
ま
す
。
一」利
用
く
だ
さ
い
。

,、

,

.〕

年無

末料

調税

整務

説相

明談

会 と

受運

付転

時免

問許

を証

延更

長新

囲心配ごと相談

団人 権 相 談

団消費生活相談

囲行 政 相 談

囲社会保険相談

日消 費 相 談

日「,いの病」相談

国家庭児童相談

毎週木曜日 9時 ～15時
11日 (水) 10時～15時

18日 (水)13時 ～15時
19日 (木) 9時 ～15時
25日 (水) 10時～15時

毎週火・水 。金H程日

19日 (木) 13時～15時

毎週月・水 。木曜日

総合福祉センター

サンコア

サンコア

総合福祉センター

商工会議所

商工観光課

総合福祉センター

市福祉事務所

水利地益税

第2期

‐１

潟
ρ

国民健康保険税

第5期

親
゛

(13)



∬

鬱
編史市

平成 4年 H月 1日

〔児童向き〕 o斉藤洋「どう
ぶつえんのいっしゅうかん」

○マクネイル「はじめてのおて

つだい」 O木 暮工夫「おばけ |
博士不思議庵主人」 Oチ ゾン |
「おばけおばけおばけだらけ」 |
O木村大介「ゴリラのジャング |
ルジム」 o荒 井良二「ノヾスに |
のって」 o西 本鶏介「かんき |
ょう絵本 町・ごみ」     |
〔一般向き〕 O陳 舜臣「琉球 |
の風」 ○シェルダン「明け方 |
の夢上 。下」 Oエ ステル・石 |
郷「ローン・ハー ト・マウンテ |

ン」 O林 真理子「おとなの事 |
情」 〇小山織 r和の雑貨」  |
〇ルービン「夫/妻この親密な |
る他人」 ○吉オす作治「エジプ |
卜史を掘る」 O松 本清張「一 |
九五二年日航機撃墜事件」   |
O伊集院静「受け月J     I
※今年も山ノ井の井口保さんか |

ら児童書をいただきました。利 |

用してください。 (「赤毛のアン

のお料理ノー ト」ほか84冊 )

〔閉館日〕2日 。3日・ 9日・

15日 ・ 16日・ 23日 。30日   ‐

さ

国
道
二
〇
九
号
線
の
矢
部
川
に
は
、
船
小
屋

橋

（鉄
橋
）
と
中
の
島
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。

鉄
橋
は
、
筑
後
市
大
字
尾
島
字
東
古
賀
原
八

〇
五
ノ
一
地
先
か
ら
瀬
高
町
大
字
長
田
字
狐
林

二
九
二
五
ノ
ニ
地
先
へ
。
中
の
島
橋
は
、
同
狐

林
二
九
七
五
ノ
ニ
地
先
か
ら
同
大
字
長
田
下
川

原
二
八

一
五
ノ
一
地
先
へ
渡
り
ま
す
。

二
つ
の
橋
は
、
ど
ち
ら
も
昭
和
四
年
二
月
に

完
工
し
た
と
銘
板
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

船
小
屋
橋
は
、
Ｕ
型
鋼
を
鉄
鋲
で
つ
な
い
だ

直
弦
ト
ラ
ス
型
二
連
が
一
基
の
橋
脚
に
支
え
ら

れ
、　
一
経
間

（橋
台
と
橋
脚
の
間
）
四
一
・
三

〇
苫
、
橋
の
長
さ
八
二
・
六
〇
肝
、
有
効
幅
員

は
二
・
六
Ｏ
Ｍ
で
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
赤
い
橋

で
す
。
こ
の
橋
は
、
当
時
、
産
業
道
路
と
称
さ
れ
た

県
営
久
留
米
瀬
高
線
新
設
事
業
の
中
で
、
最
初

に
着
手
さ
れ
た
工
事
で
し
た
。

当
時
、
大
牟
田
市
は
化
学
工
業
が
拡
大
に
向

□

⑮

船
小
屋
橋
と
放

て
い
た
。

放
水
路
工
事
も
同
時
に
行
わ
れ
、
毎
朝
、
鉄

橋
側
と
放
水
路
側
に
作
業
員
が
振
り
分
け
ら
れ
た
。

放
水
路
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
畑
地
だ

っ
た
が
、
こ
こ
を
掘
り
上
げ
、
土
を
南
側
の
提

防
に
積
み
上
げ
る
作
業
だ
っ
た
。
放
水
路
の
上

流
の
流
れ
込
み
部
分
の
補
強
工
事
は
、
津
島
の

村
上
千
太
郎
さ
ん
の
請
負
だ
っ
た
が
、
そ
の
他

は
県
の
直
営
工
事
だ
っ
た
。

放
水
路
は
、
大
二
十
年
の
大
洪
水
で
、
ど
こ

も
提
防
が
鋸
の
歯
の
よ
う
に
崩
れ
る
大
被
害
だ

っ
た
の
で
、
そ
の
反
省
か
ら
起
工
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
」。

こ
の
放
水
路
工
事
と
併
行
し
て
、
中
の
島
橋

が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
橋
の
橋
脚
台
と
中

の
島
の
地
面
高
の
差
は
二
肝
程
あ
り
ま
す
が
、

文
字
通
り
川
の
中
に
島
が
残
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
じ
め
て

「中
の
島
」
の
地
形
も
名

称
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
橋
と
県
道
が
で
き
る
前
は
、
尾

島
か
ら
本
郷
へ
回
る
か
、
今
の
観
光
橋

（ガ
タ

ガ
タ
橋
）
を
通
っ
て
土
手
を
上
り
、
南
の
長
田

鉱
泉
場
へ
の
道
が
県
道
で
し
た
。

子

（
一
条
）
③
添
田
嗣
夫

（山
ノ
井
）

囲
ち
っ
ご
祭
リ
ス
ケ
ツ
チ
大
会
入
賞
者

（９
月
１２
日
中

の
島
公
園
）
（
）
内
は
学
校
名

〔金
賞
〕
小
学
校
１
年
＝
さ
ね
も
と
じ
ゅ
ん
こ
（水
洗
）

２
年
＝
核
之
尾
加
奈
子
（本
田
）

３
年
＝
田
中
ひ
で
の

り
（筑
後
北
）
４
年
＝
山
口
美
和
（古
川
）
５
年
＝
野
田

ま
い
子
全
一川
）
６
年
＝
津
留
孝
史
全
一川
）
〔銀
賞
〕
小

学
校
１
年
＝
き
た
じ
ま
と
も
き
全
一川
＼
新
川
洋
史
（筑

後
北
）、
２
年
＝
じ
ょ
う
ざ
き
た
つ
ひ
と
（水
洗
）、
野
田

智
矢
全
一川
）
３
年
＝
よ
こ
ま
く
ら
か
よ
（水
洗
）、
山
町

恭
平
（筑
後
北
）
４
年
＝
田
中
夕
将
全
一川
）、
山
口
博
美

（筑
後
北
）
５
年
＝
佐
野
友
香
（羽
犬
塚
）、井
寺
光
子
全
一

川
）
６
年
＝
栗
山
和
代
（水
洗
）、
田
中
麻
里
全
一川
）

〔銅
賞
〕
小
学
校
１
年
＝
お
い
た
て
ゆ
う
や
（羽
犬
塚
）

木
村
由
香
（筑
後
）、大
田
竜
也
（筑
後
北
）
２
年
＝
よ
し

が
い
え
み
（古
川
）、村
上
博

一
（水
洗
）、
か
と
う
よ
し
た

か
（水
田
）
３
年
＝
お
い
た
て
や
よ
い
（羽
犬
塚
）、
栗
山

し
ゅ
う
い
ち
（水
洗
）、江
崎
三
恵
（下
妻
）
４
年
＝
川
原

ま
り
子
（古
川
）、近
本
彩
子
（水
洗
）、北
村
美
佳
（水
洗
）

５
年
＝
野
田
篤
史
（古
川
）、
山
口
り
よ
う
こ
（古
川
）
中

学
校
１
年
＝
三
宅
麻
耶
、
真
村
し
ん
や
（筑
後
中
）

言
閣

珈

画
ぱ

好

醐

ゝ

推

Ｒ

ガ

Ｈ

ル

　

印

　

刷

い
、
ま
た
県
も
道
路
の
新
設
改
良
に
関
し
て
積

極
策
に
転
じ
て
い
ま
し
た
。

下
川
藤
夫
さ
ん

（津
島
東

・
八
十
三
歳
）
に

鉄
橋
づ
く
り
の
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「鉄
橋
工
事
は
、
昭
和
二
年
に
ま
ず
橋
脚
、

橋
台
の
作
業
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
津
島
か
ら
も

五
、
六
十
人
が
作
業
員
に
雇
わ
れ
て
い
た
。

県
の
直
営
工
事
で
、
上
岡
と
い
う
工
兵
隊
あ

が
り
の
き
び
し
い
主
任
が
お
っ
て
、
賃
金
が
一

日
六
十
五
銭
、
米
は

一
升
三
十
五
銭
、
酒
が
一

升
六
十
銭
位
だ
っ
た
。
働
き
の
悪
い
人
は
、
す

ぐ

「く
び
」
で
、
農
村
は
不
景
気
だ
っ
た
の
で

作
業
員
に
使
っ
て
も
ら
う
の
に
皆
ん
な
押
し
か
け

こ
の
広
報
は
．
再
生
紙
を
使
馬
し
て
い
ま
す
。

「
Ｊ
と
，
丁
　
　
言
碕
Ａ
Ｗ
ヨ
ド
々
Ｒ
４
Ｘ
世
中
に
マ
Ｌ
Ｔ

ん

IF

記

9月 の人の動き
人 口 44,263人 (+14)
男  21,126人 (+24)

女  23,137人 (-lo)
世帯数 12,466戸 (+7)

9月 の交通事故
発生件数 23件 (194件 )
負傷者数 26人 (232人 )
死亡者数  0人 ( 2人 )
※()内は1月 ～9月 までの累計です。


